
　

上毛三山の山岳信仰（普寛行者と御嶽教を中心に）

Mountain Worshin in the Gumma Jomou-Sanzan “Fukan performer and Mt Ontake Worship”
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はじめに

　「下仁田町自然史館研究報告」の第7号，第8号，

第9号に『西上州の山岳信仰　上，中，下』として

記載した．群馬地方の上毛三山にも，これと関連し

た普寛行者の山岳信仰が存在するので，今回はその

山岳信仰を記載したい．

　さらに普寛行者が遷化した埼玉県本庄宿は，神道

として現代でも存在するのでこれを記載する．また

前橋地区には存在する御嶽信仰の仏道が生かされて

いるので，これも紹介したい．

金鶏山・相馬山・鈴ヶ岳の御嶽教

（1）妙義山の金鶏山

　上州の誇り高い三山は，妙義山，榛名山，赤城山

であり，おそらく奈良時代からの信仰の山であっ

た．江戸時代の後期，普寛行者によって御嶽教がで

き上がった時代に，御嶽教の信仰の場所は，古代の

信仰の場所とは異なった山岳の部分を選んだのであ

る．

　妙義山は，堀越（2024）「西上州の山岳信仰　下」

で述べた金鶏山と筆頭岩である．

（2）榛名山の相馬山

　榛名山の御嶽信仰は黒髪山の古道にあり，相
そう

馬
ま

山
やま

とよばれた御嶽信仰の山である（第1図）．山頂

（1411 m）は狭い場所であり，多くの石造物が建立

されている（第2図～第6図）．

　「御嶽山座王大権現」が山頂にあり（第4図），三

体の中央でなく右側にある．座王大権現は明治18年

に建立され，身体の高さは 123 ㎝である．さらに

「三笠山刀利大神」（第6図）と「八海山大神」（第5

図）の存在と思われる石造物があるが，これらの文

字は見当らない．

　他にも理解できない石造物がある中で，分かるも

のを記載する．文字碑が多いが，文字碑でないもの

は記録する．

　①物見塚守護神　十二神　昭和57年とある．（御

嶽信仰とは思われない）

　②馬頭尊　大正拾年　108 ㎝（小文字不明）

　③薬師如来　　　　　　④庚申塚

　⑤薬師如来　明治十五年（54 ㎝）石像仏

　⑥不動明王三尊　明治四十年（不動明王は石像 

92 ㎝，童子2体は文字碑）

　⑦不動明王（74 ㎝）　　⑧寛瀧霊神，不動尊

　⑨不動尊　　　　　　　⑩正一位稲荷大明神
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　⑪三十六童子，八大童子（全て文字碑）

　⑫黒髪山不動明王（85 ㎝）　⑬摩利支天尊（65 ㎝）

　⑭天山御霊神（102 ㎝）

　⑮黒髪山大開祖　天御嶽根主神（160 ㎝）

　⑯如意輪観世音菩薩（線画像　菩薩名は文字碑 

84 ㎝）

第3図　石造物三体

第2図　薬師瑠璃光如来

第4図　御嶽山座王大権現と部分拡大

第5図　八海山提頭羅神？と部分拡大

第6図　三笠山刀利神？と部分拡大

第1図　榛名山相馬山
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　⑰不動明王　明治六年十一月吉日（75 ㎝）

　⑱黒髪山表口　明治十四年六月十日（165 ㎝）

　この他にも石造物はあろうと思うが，平成元年に

登山した時点，画帳に記したものを中心にして記載

した．

（3）赤城山の鈴ヶ岳

　赤城山の御嶽信仰の山は「鈴
すず

ヶ
が

岳
たけ

」である．赤城

山大沼湖へ下る前の富士見町赤城山から，鈴ヶ岳

（1564 m）に登山した．登山した時点に記録した文

字碑を整理する．

　①天國玉神・宝國玉姫　②一心誠明霊神

　③覚明霊神　　　　　　④長崎神社

　⑤「鈴ヶ岳山頂の文字石碑」　（中央）鈴嶽山神社，

（右）赤城山大神，（左）愛宕山大神（第7図左）

　⑥「院号開山者（4霊）　右から，『八海院心霊，

御嶽院心霊，宕院量霊，○嶽弥心○神』（○は

不明）

　⑦一心霊神　　　　　　⑧大山祇命

　⑨普寛霊神

　⑩「御嶽山岳信仰文字碑」　（中央）御嶽山座王大

権現，（右）八海山大神，（左）三笠山大神（第

7図右）

　鈴ヶ岳に普寛行者の師である覚明行者を祀ってい

る．「覚明霊神」とあり，木曽御嶽山黒沢口を開山

した行者である．鈴ヶ岳山頂には，御嶽教の文字石

碑三体がある．

　他に多数の石造物がある．すべて石碑であり石像

はない．明治時代の始めに起こされた「神仏分離」

により，神道を中心にした石碑である．鈴ヶ岳登山

の日は雨に降られ，大きさの記録が困難となった．

普寛行者の遷化と御嶽信仰

（1）普寛行者の遷化

　遷化とは，この世の教化を終えて他国土の教化に

移るという意味があり，高祖高僧や隠者をいう．隠

者とは俗世間を離れ山奥などで暮らす人をいう．普

寛行者が遷化したのは，1801（享和元）年71歳であ

り，武蔵国本庄の地であった．

　普寛行者が遷化されてから67年後，1868（明治元）

年の後半に廃仏稀釈が始まる．普寛行者の創作信仰

は，仏教信仰と神道信仰に分かれてしまったのであ

る．

（2）廃仏稀釈と御嶽信仰

　普寛行者が遷化した本庄宿には，寺院があった

が，現在は「神道御嶽派」としている．1949（昭和24）

年に宗教法人法がだされ，「宗教法人　御嶽教大本

庁」とされた．本庄市の設置霊場は「御嶽教直轄　

普寛大教会　普寛本庄霊場」とされる事になった．

　明治元年頃から御嶽信仰の仏であり神であった

尊者の名称も変更された．本尊「御嶽山座王大権

現」は「国
くに

常
ひとこ

立
たちの

尊
みこと

」となり，「八海山提頭羅神王」

は「大
おお

己
なむ

貴
ちの

命
みこと

」，「三笠山刀利天」は「少
すくな

彦
ひこ

名
なの

命
みこと

」と

なったのである．

（3）普寛行者江戸時代の図像

　本庄市に住む人から，江戸時代の普寛行者図像の

複写を頂いた．縦 64 ㎝，横 26 ㎝の大きな図像で

ある。次頁に縮小して紹介する（第8図）．

（4）普寛本庄霊場の春季大会・秋季大会

　現在，春季大会は4月10日，秋季大会は10月10日

に開催される．この写真は春季大会の行事である

（第9図～12図）．

第7図　鈴ヶ岳山頂の文字石碑（左）と

御嶽山座王大権現（右）
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（5）児玉町の普寛信仰

　旧児玉郡児玉町，現在は本庄市児玉町に八幡神社

があり，神社の奥に御嶽信仰の石造物が祀られてい

る（第13図・第14図）．年代があり最も古い石造物

は，大正九年とあり「猿田彦大神」「一心霊神」と

彫られている．

　1970（昭和45）年に「十二大権現」「大江大権現」

が建立された．昭和45年は，普寛信仰が児玉町にお

いて，「児玉講」として信仰が始まってから80年の

記念であると彫られた記念碑がある．児玉講が開始

されたのは1890（明治23）年頃となる．

　ここから近いところに，普寛神社が祀られてい

る．1931（昭和6）年に普寛神社は始まり，「御嶽山

至誠教」と書かれている．

1982（昭和57）年に現在の本

殿を完成した（第15図・第16

図）．

　山岳信仰といわれるが，八

幡神社や普寛神社には坂は無

く平坦な場所にある．木曽御

嶽山に登ることを目的とする

神社であるが，不動明王が建

立されている．普寛行者を祀

る神社であることから，当然

であろう．

第14図　普寛信仰の石造物

第9図　釜湯荒行 第10図　三人護摩

第12図　大護摩火渡り第11図　大護摩供

第13図　児玉町八幡神社 第15図　普寛神社　御嶽山至誠教

第16図　不動明王

第8図　普寛行者図像
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仏教信仰を選んだ普寛行者の弟子

（1）西福寺の御嶽信仰

　前橋市稲荷新田町に天台宗稲荷山西福寺がある

（第17図）．建立時代は不詳とされているが，戦国年

代末期明応年代頃といわれている．最初は真言宗で

あったが，江戸時代中期に稲荷新田村修験寺とな

り，不動明王（第20図）を祀り天台宗に改宗したと

いう．現代は天台宗修験道御嶽山法流とし，意波羅

山大権現を祀る．

　堀越（2023）は，『西上州の山岳信仰　中』の秋

葉山において，「意波羅山」の碑がある事を述べた

が，普寛行者の出身地である秩父大滝村の意波羅山

に存在する大権現を意味すると伝えられている．し

かし秩父には「意波羅山」と呼ばれる山はない．

　不動明王本堂の前のお堂に，御嶽教神仏を祀るお

堂があり写真を撮らせていただいた（第18図～第22

図）．

　天台宗修験道御嶽山法流の寺院は，群馬県多野郡

上野村にも存在する．上野村楢原にある中正寺であ

る．前条した西福寺の住職が中正寺を兼務し，毎年

春には御嶽山法流の行事が行われる．
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　「西上州の山岳信仰　上，中，下」に記載した御嶽教は，普寛行者が遷化した6年後から始まり，

現在まで250年が経過した．今回は西上州を越え，上毛三山（妙義山・榛名山・赤城山）の御嶽信

仰の山岳と普寛行者の信仰神社および山岳信仰仏教寺院を記載した．

（要　旨）
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